




平成３０年度 通年 授業アンケート報告書 

一般教科 教員名 武田 充啓  担当科目名 国語Ⅱ 第２学年・Iクラス 

 

◎学生による自由記述での意見（「特になし」「なし」を除いて 22 名が回答）を以下に記す。 

〈良い点〉…授業も板書も丁寧でとても良いです。古典では朗読がとてもわかりやすかった。プリ

ントによる学習はざっと復習できるので良いと思う。分かりやすい。分かりやすいと思います。素

晴らしい。「こころ」のところの授業が一番好きです。要約などの作文は苦手ですが、その他のプ

リントは内容を理解するのに役立っているので助かってます。プリントが話や物語の内容を理解す

るのに役立ちました。やさしい。プリントをちゃんとかくにんしてくれるのでわかりやすいです。 

〈悪い点〉…たまに字が薄くて読めないときがあります。板書の量が多すぎると思うので、少なく

してみても良いのではないかと思う。板書のスピードもやや速いのではないかと思う。板書がはや

い。少し板書が早い。写す時間がほしい。教室の後ろまで先生の目が届かない。プリントが多い。

もっと時間がほしい。プリントを埋める時間が足りない。授業プリントをはやめに配布して欲しい。

プリント配るのが遅い。最後 10 分とかでプリント配るのやめてほしい。問題を解く時間を授業中

にもう少し欲しいです。時間配分をもっと考えてください。プリントを記述する時間があまりにも

みじかすぎます（特に古典）。たまに口頭で答え合わせをするときに早くて聞き取れないことがあ

った。黒板（ホワイトボード）を書いたら、上に上げてくれないと見えないです。音読イヤです。

古典文法とかは、もう少しまとめておいてほしいです。授業中に提出するプリントは一応添削して

返してほしいです。 

〈建設的な意見〉…今年度に入ってからグループワーク等がなくなったので、もう少しそういう時

間を増やしてほしい。もう少しグループワークを増やして欲しいです。難しいとは思いますが、教

科書に載っていない有名な小説も授業で扱ってほしいです。 

◎今回の授業アンケート集計結果で科目の得点が全校平均を下回った点（科目得点/全校平均） 

・教員の授業進行における理解度確認（3.07/3.10）、学生の予習・復習など積極的理解行動

（2.72/2.93）、学生の学習時間（1.37/1.81）、学生の到達度（2.33/2.60）、学生の総合的満足度

（2.95/3.00） 

◎以上の意見やアンケートの結果をふまえての反省と今後の授業についての考えを以下に記す。 

今年度は、昨年度の反省をふまえて、すべてを AL 方式でやるのではなく、適宜講義的な解説やま

とめを取り入れた組み合わせ方式としたため、グループワークの長所を理解する学生は AL 的な授

業をもう少し増やして欲しいと望んでいるようである。板書の速度や量についての見直しは必要。

またプリントの配付のタイミングについても不満を持っている学生が多い。解くべき問題の量は適

宜指示しているつもりではあるが、それでも時間が足りないと感じている学生が多い点は反省した

い。アンケート集計結果で気になったのは、学生の学習時間である。全校平均との差が最も大きか

った点であるが、それが科目の特性によるものなのか、教員の教授姿勢や方法によるものなのかを

見極めた上で、たんに学習時間を増やすだけではなく、到達度や満足度の向上に結びつくような工

夫・改善を今後も続けていきたいと考える。 
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